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研究成果の概要（和文）： 

小学生から高校生までに使用可能な，死の認識の発達を調べるための心理テスト「死の認識
尺度」を開発し，全国から複数の学校を選び調査を実施した． 
その結果，従来から知られていた死の認識（科学的な認識としての「死の不動性」「死の不可

避性」「死の不可逆性」）以外に，「死の物語性」（「生まれ変わる」「魂は死なない」「心の中に生
きている」など）という概念を分別し明確化することができた．それにより，近年議論されて
きた「死の不可逆性の揺らぎ」，つまり死んでも生き返ると考える児童・生徒の存在の問題に，
一石を投ずる材料を手にすることができた．言いかえれば，死んでも生き返るという考え方の
中に，「死の物語性」が混在していた可能性があるということである． 
 
研究成果の概要（英文）： 
  We developed the Death Cognition Inventory for Children (DCIC); applicable for 10 
to 18 years old． So we investigated the death cognition of Japanese children by DCIC． 

As a general knowledge， Children’s Death Concept is built by three elements; 
Non-functionality，  Universality and Irreversibility ．  In the decades，  some 
researchers found that children believed that dead man could live again after death． 
We found another element of death which is Narrativity．  We believe that the 
researchers could not clearly divide the Narrativity from Irreversibility． 
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どの問題が顕在化し，「いのちの大切さを教
える教育」や「心の教育」の必要性が議論さ
れるようになった．すなわち，それらの問題
行動の背後にはコミュニケーション能力の
低下やいのちの大切さを知らない子ども，死
んだら生き返ることができると考えている
子どもの存在が想定され，だからこそ技能と
してあるいは知識として心を教育すること
が必要できるとされ，いくつもの試みが行わ
れてきている．とりわけ，子どもの死の認識
の発達について，テレビゲームの影響などに
よる仮想現実と現実世界との区別の不分明，
遊びの変化や自然体験の減少などから，さま
ざまに議論され問題視されている．先行研究
は少なくないが，時代性や地域性あるいは背
景となる文化の違いなどを考慮したときに，
現代の日本の子どもたちの実態を正確に反
映したものとはいえない． 

そこで，本研究では現代日本の子どもの死
の認識の発達について，より一般化できる結
果を得ることを目的としている．そのことに
よって，子どもへの的確な教育や指導のプロ
グラムを立てて実行することが可能になる
と考えられる． 

研究代表者は，平成 17 年度から 3 年にわ
たった科学研究費補助金萌芽研究で，いのち
の教育の実態調査として，全国小中学校各
500 校を対象に郵送法で質問紙調査を行った．
そこでの結果によれば(近藤，2006；近藤，
2007)，回答のあった 250 校について，動物
の飼育経験や植物の栽培経験などの，「生や
死に触れ考えさせる経験」を確保した教育的
活動が実施されていた．すなわち，いのちの
教育に関連する内容を含んで実施される教
育的活動として，「生や死に触れ考えさせる
経験」をさせ，生きるものについて，死にゆ
くものについて理解させることを目指して
いると考えられる． 

しかしながら，こうした教育活動を実施す
る場合に，教育の主体である児童生徒のレデ
ィネスが明らかになっている必要がある．つ
まり，発達段階に応じた「生や死」の課題を
設定する必要がある．子どもたちが「死をど
う理解しているか」に関しては，マリア・ナ
ギー（1948）やスピース(1984)の研究にも見
られるように，死の「不動性」（死んだら動
かない），「不可避性」（誰もが死ぬ），「不可
逆性」（死んだら生き返らない）という特性
について理解しているかどうかを基に評価
されてきた．日本の子どもの死の不動性につ
いては，おおよそ 6 歳～7 歳で理解すること
が示されている．仲村（1994）は，「死んだ
人は見たり聞いたりすることができますか」
という質問に対して，3～5 歳の子どもでは
36％が「できる」と回答し，6 歳～8 歳の子
どもでは 82％が「できる」と回答したという．
同様の結果は，他の調査研究においても支持

されている（山岸ら，1995；松本ら，2003）．
死の不可避性についての検討でも，ほぼ 6 歳
～7 歳で理解している可能性が示唆されてい
る．自分がいつか死ぬということに関しては，
常葉ら（1979）が「あなたはいつか死にます
か」という質問に 6 歳～12 歳の対象はほぼ理
解しているという結果を得ており，自分以外
の死に関する認識についても，そのほかの調
査でも同様の結果を得ている．（東京都立教
育研究所，1983;上薗，1993;山岸ら，1995；
牧野，1996；佐野，1999；生と死の教育研究
会，2003） 

また，死の不可逆性については，3 歳～14

歳の子どもを対象にして，「死んだ人は生き
返れますか」という質問に対しては 3 歳～5

歳の子どもでは「生き返れる」と回答した子
どもが 29％であるのに対し，12 歳～13 歳で
は「生き返れる」と回答した子どもは 40％で
あった(仲村，1994）．また「人間体で生き返
れますか」という質問に対しては 3 歳～5 歳
の子どもの 24％が「生き返れる」と回答した
のに対し，12 歳～13 歳の子どもでは 15％の
子どもが「生き返れる」と回答した．このよ
うに死の不可逆性に対する調査結果で，死ん
だ人は生き返れると思うという回答が，他の
2 つの特性に比べ比較的高い割合で理解して
いない可能性を示唆する結果を示している． 

しかしながら，死の不可逆性についてより
具体的な質問の仕方で回答を求めた調査，た
とえば東京都立教育研究所（2003）の調査に
よれば，「園・校で飼っている生き物が死ん
でも，また生き返ると思いますか」という質
問に対し，7 歳の子どもの 90％が，また 9 歳
の子どもにおいても 80％が「生き返れない」
と回答している．また，自らの飼育する生物
だけでなく，「自分」がもし死んでも，ある
いは「お父さんとお母さん」が死んでも生き
返ることができるかを質問した場合，「自分」
についても「お父さんとお母さん」について
も 7 歳～9 歳の子どもの 80％が「生き返れな
い」と回答している．このように，死の不可
逆性については，抽象的な概念における死の
認識と，具体的な存在の死の認識を区別し，
明確にした質問の仕方によって結果が大き
く変わることが示唆されている．すなわち，
死の不可逆性を検討する場合には，質問の仕
方に留意する必要がある． 

死の不可逆性に関連して，生き物（生き
ているもの）と無生物（生きていないも
の）の区別の認識が，どのように発達す
るかを研究した調査もある．その先行研
究によれば，生育年齢に比例して，理解
が科学的に正しいものへと発達すると
は限らないことが示唆されている．栗林
（1952）の行った調査によれば，汽車，
時計，ラジオに対して，6歳～7歳の子ど
もの8割以上が生きていると回答してい



 

 

るが，8歳～10歳の子どもでは正しく理
解していることが報告されている．また
同時に回答に「わからない」という回答
が増加する傾向も報告されている．多田
納（1992）は，「石は生きている」と回
答する子どもが小学校2年生では4.8％
だったのに対し，6年生では13.9％に増
加していることを指摘し，面接調査でそ
のような子どもたちの中には「文学的・
哲学的な見方」によって生物とみなして
いることを明らかにしている．同様に，
生と死の教育研究会（2003）などの調査
によって，10歳以降の子どもに，物に意
識や感情があるとするアニミズムが見
られることが示されている． 
以上に示したこれまでの諸研究によ

れば，死の認識について質問のしかたや
個々の子どもの受け取り方について，具
体的かつ個別的に聞いていくことが必
要であることが示唆される．また，メデ
ィアの急激な発達や生活環境の変化な
ども考えれば，現代の日本の子どもの正
確な実態を知るための詳細かつ大規模
な調査研究が必要とされていると考え
られるのである． 
上で述べた先行研究の結果を概観すると，

以下のような問題点が明らかになる．第一に，
これらの調査はすべて有意抽出による対象
に対して実施されたもので，一般化するには
注意が必要なものである．無作為抽出による，
より一般化の可能な対象を調査する必要が
ある．第二に，死の概念の，特に死の不可逆
性について抽象的に質問をした場合と具体
的に質問をした場合での結果の大幅な違い
が指摘されている．第三に，死の概念の三要
素（死の不動性，不可避性，不可逆性）につ
いて，およそ理解することができると考えら
れる年齢を過ぎても，「死んでも動くことが
できる」「誰もが死ぬわけではない」「死んで
も生き返ることができる」と回答した少数の
対象について，さらに調査をする必要がある．
近年，凶悪犯罪を起こす少年がこのような考
え方をしている可能性を，メディアを通じて
垣間見る機会がある．これまでに実施された
調査は，量的調査による統計的手法であるた
めに，明らかにならなかったことが多い．こ
れらの少数の回答をする対象について面接
調査などの質的調査を用いることで，より詳
細な死の概念の理解について追及すること
ができる．本研究では，上記にあげた先行研
究での問題点を改善し，より多角的に子ども
の死の概念の発達を横断的に明らかにする
調査を実施する． 

これまでの研究成果から指摘できるよう
に，死の概念の発達を検討する際に，特に死
の不可逆性については，より多角的な検討を
要することが明らかとなっている．それは

「死んだらどうなるのか」という死の判断基
準が，対象となった子どもたちによって異な
るものであるために，一律に「死んでも生き
返ることができるか」という質問項目を質問
紙によって実施した結果は，対象の概念発達
を正確に明らかに示したものではない．本研
究では，初年度に面接法を用いて子どもたち
の概念発達を質的に検討し，詳細に検討を行
う．その検討を踏まえた上で，質問紙を作成
し，先行研究よりも多角的な視点から対象の
死の概念を明らかにする．子どもたちの問題
行動が，注目されるたびに「現代の子どもた
ちは死んだら生き返ると勘違いをしている」
という言説が流れるが，その根拠になる調査
結果にはより多角的な検討を要することが
指摘できる．本研究において，死の概念の多
角的な点が明らかになれば，今後の子どもた
ちの概念発達を考察していく上で，新たな視
点を与えるものとなりうる． 

 

２．研究の目的 

 現在の日本における，子どもの死の認識の
発達について明らかにすること． 

 

３．研究の方法 

中学生を対象としたブレインストーミン
グによって得た質的データと，それをもとに
作成した心理尺度による中学生を対象とし
た量的データを，総合的に分析・考察した． 

質的研究として，詳細な面接を踏まえた考
察をすることによって，子どもたちの具体的
で個別的な死の認識の発達について深い理
解を得ることができる．また，それを踏まえ
ての量的研究によって，より一般化した全体
像の中で，それらの具体的かつ個別的な発達
の様子を解釈することが可能になる． 

また，これまでの内外の先行研究を踏まえ
たうえで，現代の日本の子どもの死の認識の
発達の現状と，その特徴を極めて明確に描き
出すことが可能になり，その成果を社会に還
元していくことによって，子どもの育成･教
育に明確な足がかりを与えることができる． 

また，そうした死の認識の発達と自尊感情
の関係，さらにはその自尊感情を育む活動と
しての共有体験の意義にまで視野を広げて
今回の研究計画が立てられている． 

  

４．研究成果 
まず質的研究として，以下の方法と内容で

実施し結果を得た．2010 年 7 月から 11 月に
かけて関東 A 中学校，沖縄 B 中学校，関西 C

中学校の全 3 校の生徒，各校 10～18 名にブ
レインストーミングを実施した．生徒の抽出
に関しては，各学校の教員に一任した．さら
に倫理的配慮として，学校長，教職員の了解
を得た上で，生徒本人と保護者に文書で調査
の目的等を説明し，口頭あるいは文書によっ



 

 

て調査参加の同意を得た．ブレインストーミ
ングによって産出された語は KJ 法を用い
てグループ化を行った．ブレインストーミ
ングは，各学校で学年毎に実施したが，分
析は最終的にすべての学校を統括して行っ
た． 
グループ化に際しては，心理学を専攻す

る学部生 2 名と大学院生 2 名が参加した． 
 ブレインストーミングの実施時間は学校
ごとにことなるが，各校およそ 30~50 分程
度で産出された語数は，全体で 981 語であ
った．次に示す図 1 が，KJ 法による A 型
図解彼の結果である． 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   図 1．ブレインストーミング結果 
     （KJ法による A型図解） 

 
次に，量的調査としては，以下の方法で実

施した．小学生から高校生までに使用可能な，
死の認識の発達を調べるための心理テスト
「死の認識尺度」を，上記ブレインストーミ
ングの結果をもとにして開発し，全国から複
数の学校を選び調査を実施した．具体的には，
本調査は中国地方 A 中学校，都内 B 中学校に
在籍する中学生計 914 名を対象とした． 

その結果，従来から知られていた死の認識
（科学的な認識としての「死の不動性」「死
の不可避性」「死の不可逆性」）以外に，「死
の物語性」（「生まれ変わる」「魂は死なない」
「心の中に生きている」など）という概念を
分別し明確化することができた． 
 
    表 1．死の認識（因子分析結果） 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

表 1 に示したものは，全 19 項目で構成さ
れた尺度を因子分析（主因子法，プロマック
ス回転）した結果である．第一因子が「不動
性」，第二因子が「不可避性」，第三因子が「物
語性」，第四因子が「不可逆性」となってい
る．また，本尺度の信頼性係数αは．801 と
なり，十分な値であった． 

これにより，近年議論されてきた「死の不
可逆性の揺らぎ」つまり，死んでも生き返る
と考える児童・生徒の存在について，一石を
投ずる材料を手にすることができた． 
すなわち，従来の調査による「死の不可逆

性の揺らぎ」には，「死の物語性」が混在し
ており，それを峻別できていなかったと推察
されるのである． 
現在，こうして得られた尺度を用いて，全

国の数十の小・中・高等学校の児童生徒数千
人を対象とした調査を継続・展開中で，この
尺度のさらなる一般化・標準化を進めている
ところである． 
以上をまとめると、子どもの死の認識につ

いて，これまで言われてきたいわゆる科学的
な理解（不動性，不可逆性，不可避性）とと
もに，物語性と名付けられる，豊かな死への



 

 

理解があることが分かったということにな
る． 
また，本研究には以下の四つの限界と課題

がある． 
 第一に，調査対象が無作為に抽出されたも
のではない．それらは，研究の趣旨に賛同し
た二つの中学校に限られている．そうした意
味で，地域的にも社会経済的にも偏った調査
データとなっている． 

 第二は，調査対象数の少なさである．全体
としては 900 名を超える数となっているが，
男女別，学年別にすれば各群は 150 名程度に
なるので，有意確率の検定などにおいて十分
な数とはいえないかもしれない． 

 第三は，対象が中学生に限られている点で
ある．したがって，「死の認識の発達」を調
べるという本研究の狙いには不十分であっ
た．事実，学年による平均値の差の検定を分
散分析によって行ったが，有意な差はほとん
ど得られなかった．やはり，中学生になると
死の認識はある程度安定すると言われてい
るとおりなので，今後は小学生まで調査対象
を広げる必要がある． 

 第四に，今回の調査研究で用いた尺度には，
本研究における分析・考察をとおして，さま
ざまな課題が発見された．したがって，今後
はこれらの課題を修正した，より精緻化され
た尺度を用いて，対象を増やした調査が望ま
れる． 

 すでに，2012 年度へ向けて多くの小・中
学校との共同研究の方向性が見えてきてい
るので，今後はそうした学校との協力のもと
に，精緻化された尺度を用いてさらに調査を
進めて行きたいと考えている． 
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